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政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
は
、経
済
社
会
の
構

造
改
革
を
進
め
る
上
で
必
要
な
規
制
の
在
り
方
に
つ

い
て
、総
合
的
に
調
査
審
議
す
る
内
閣
総
理
大
臣
の

諮
問
機
関
で
あ
り
、常
設
の
機
関
と
し
て
令
和
元
年

10
月
に
設
置
さ
れ
て
以
降
、こ
れ
ま
で
3
回
に
わ
た

り
答
申
が
な
さ
れ
て
き
た
。今
年
6
月
に
は
4
回
目

の
答
申
が
首
相
に
提
出
さ
れ
た
。

　
政
府
は
、「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」と「
コ
ロ
ナ
後

の
新
し
い
社
会
の
開
拓
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
新
し

い
資
本
主
義
の
実
現
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、そ

の
具
体
化
を
進
め
る
た
め
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
規
制
改
革
推
進
会
議
で
は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、「
人
」へ
の
投
資
、医
療
・
介
護
・
感
染
症

対
策
、地
域
産
業
活
性
化（
農
林
水
産
等
）、及
び
共
通

課
題
へ
の
対
策
の
5
つ
の
重
点
分
野
を
切
り
口
に
議

論
を
行
っ
た
。

　
提
言
で
農
水
省
が
求
め
ら
れ
た「
地
域
産
業
活
性

化（
農
林
水
産
業
）で
は
、①
共
済
事
業
に
お
け
る
顧

客
本
位
の
業
務
運
営
の
取
り
組
み
、②
農
協
改
革
の

着
実
な
推
進
、③
農
協
に
お
け
る
適
切
な
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
等
の
構
築
・
実
施
、④

国
産
小
麦
の
競
争
力
強
化
等
に
資
す
る
農
産
物
検
査

の
実
施
、⑤
畜
舎
に
関
す
る
規
制
の
見
直
し
、⑥
卸
売

市
場
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
、⑦e

M
A
F
F

地

図
の
積
極
活
用
、等
農
業
関
係
で
7
項
目
の
提
起
が

あ
っ
た
。

　
こ
の
中
で
、農
協
の
自
己
改
革
に
つ
い
て
は
、具
体

的
な
行
動
が
実
施
さ
れ
、着
実
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
評
価
で
き
る
と
し
た
。ま
た
、Ｊ
Ａ
が
不
断

の
見
直
し
を
通
じ
て
、自
己
改
革
の
取
り
組
み
を
更

に
深
化
・
発
展
さ
せ
、今
ま
で
以
上
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
、自
己
改
革
の
取
り
組
み
を
進
め
る
よ
う
提
起

し
た
。
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今月の表紙「稲刈体験」 (撮影：大崎　満洲美 様)　第11回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品

あ
ぜ
み
ち

発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
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3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
5
年
8
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
最
近
は
映
画
館
に
行
っ
て
い
な
い
な
あ
と
思
い
、近

く
の
シ
ネ
マ
の
上
映
状
況
を
検
索
し
て
み
る
と
、ア
ニ

メ
が
多
く
上
映
さ
れ
て
い
ま
す
。春
先
に
話
題
に
な
っ

た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
題
材
に
し
た「
ス
ラ
ム
ダ
ン

ク
」は
、日
本
で
は
1
0
0
億
円
を
こ
え
る
興
行
収
入

を
上
げ
て
い
ま
す
が
、お
隣
の
中
国
で
は
、公
開
か
ら

4
日
で
80
億
円
の
興
行
収
入
と
1
0
0
0
万
人
を
超

え
る
観
客
動
員
を
記
録
し
ま
し
た
。こ
の
映
画
が
中

国
で
爆
発
的
に
流
行
し
た
理
由
の
一
つ
に
、中
国
で

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
普
及
し
た
時
期
に
ア
ニ
メ
と
し

て
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
と
の
見
方
を

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
物
語
を
通
じ
て
貫
か
れ
て
い
る

の
は「
青
春
」。青
春
は
が
む
し
ゃ
ら
で
あ
り
、愚
か
で

あ
り
、き
ら
き
ら
輝
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

こ
の
映
画
を
観
て
熱
血
を
感
じ
る
の
は
ま
さ
に
青
春

の
中
に
い
る
人
で
、こ
の
作
品
を
観
て
涙
を
流
す
の

は
青
春
を
す
で
に
失
い
、か
つ
て
輝
い
て
い
た
人
々
ら

し
い
。

　
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
の
登
場
人
物
の
一
人
に
三
井
寿
が

い
ま
す
が
、名
前
の
由
来
に
な
っ
た
福
岡
の
日
本
酒

が
、品
薄
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

撮影：加悦　信輔 様

「棚田の農作業風景」

第11回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品
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農
家
の
声
を

国
政
に
！

参議院議員

藤木しんや
活 動 報 告

Fu j i k i  S h i n y a
    　a c t i v i t y  r e p o r t

ＪＲA日本ダービー表彰式に出席 岸田文雄首相に八代特産の
晩白柚を送る関係者

JAかみましきの田植え教室に
EXILE  ÜSAさんと参加

福岡県豪雨被災地を視察

参議院農林水産委員会にて
政務官として答弁

岩手県JA生産者代表者との懇談会に出席

① 生産現場からの声を国政に届け、実現します

② 食料安全保障の強化の実現を目指します

③ 中小・家族経営、中山間地農業への更なる

　 理解と支援の拡充に取り組みます

④ 地域の拠り所であるJAの取組を後押しします

4つのVision

農家・農業の未来のため全力で頑張ります

藤木しんやプロフィール
農林水産大臣政務官2期目（令和4年8月就任）
参議院議員2期目（平成28年7月初当選）

農林水産委員会
東日本大震災復興特別委員会

【所属委員会(参議院)】

農林水産大臣政務官
参議院自由民主党　副幹事長
自由民主党　農林部会　副部会長
参議院自由民主党　国対副委員長
東日本大震災復興特別委員会　理事

【これまでの主な役職】

No.396　みどりの風　2022.12.15 （2）

緊
急
要
請
の
内
容

1
．激
甚
災
害
の
早
期
指
定
へ
の
支
援

2
．農
地
等
流
入
し
た
土
砂
撤
去
と
農
業

　  

関
連
施
設
の
早
期
復
旧
支
援

3
．被
災
し
た
農
業
者
等
へ
の
金
融
支
援

4
．農
業
共
済
支
払
の
早
期
対
応

5
．農
地
・
農
業
用
施
設
等
の
災
害
再
発
防

　  

止
と
自
然
災
害
に
強
い
産
地
づ
く
り

く
ま
も
と
売
れ
る
米
づ
く
り
推
進
大
会
を
開
催

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
熊
本
県
農
業
者
政

治
連
盟
は
、
7
月
20
日
、
県
知
事
へ
6
月
30

日
か
ら
7
月
3
日
に
か
け
て
発
生
し
た
大
雨

に
関
す
る
緊
急
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
要
請
を
行
っ
た
の
は
、
熊
本
県
農
政
連
の

宮
本
隆
幸
委
員
長
、Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
の
田
原

組
合
長
な
ど
の
関
係
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
雨
で
被
害
が
大
き
い
益
城
町
や

山
都
町
で
は
、
か
つ
て
な
い
豪
雨
と
な
り
農

地
へ
の
土
砂
流
入
や
農
業
用
施
設
の
損
壊
等

を
は
じ
め
、
水
稲
を
中
心
と
し
た
農
作
物
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
農
家
が

本
来
の
農
業
生
産
を
回
復
し
、
経
営
が
安
定

す
る
に
は
国
・
県
に
よ
る
絶
大
な
支
援
や
協

力
が
必
要
で
あ
る
た
め
熊
本
県
に
対
し
緊
急

要
請
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は
、

「
今
回
の
よ
う
な
災
害
で
は
、
農
業
所
得
の
減

6
月
3
日
か
ら
7
月
3
日
に
か
け
て
の

　
　
　
　
　
大
雨
に
関
す
る
緊
急
要
請
を
実
施

　
く
ま
も
と
売
れ
る
米
づ
く
り
推
進
本
部
は

7
月
13
日
、
熊
本
市
内
で
「
く
ま
も
と
売
れ

る
米
づ
く
り
推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
4
年
ぶ
り
の
実
開
催
と
な
っ
た
大
会
に
は
、

生
産
者
、
J
A
グ
ル
ー
プ
の
役
職
員
、
行
政
・

米
取
扱
い
関
係
者
な
ど
、
約
2
1
0
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
2
0
2
3
年
産
米
集
荷
、
94

万
俵
（
1
俵
60
キ
ロ
）
の
目
標
達
成
に
向
け
、

県
下
一
丸
と
な
っ
て
集
荷
推
進
運
動
に
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
。

　
主
催
者
と
し
て
宮
本
隆
幸
本
部
長
（
Ｊ
Ａ

熊
本
中
央
会
会
長
）
は
、「
米
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
肥
料
・
燃
油
な
ど
生
産
コ
ス
ト
の
急

激
な
上
昇
に
よ
り
、
生
産
現
場
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
J
A
グ
ル
ー
プ
の
集
荷
・

販
売
力
の
強
化
と
農
家
の
所
得
向
上
に
つ
な

が
る
よ
う
さ
ら
な
る
支
援
・
協
力
を
お
願
い

す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
に
は
、
九
州
農
政
局
経
産
部
生
産

振
興
課
の
岡
部
雄
治
課
長
補
佐
や
熊
本
県
農

林
水
産
部
生
産
経
営
局
の
中
島
豪
局
長
が
祝

辞
を
述
べ
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
度
の
推
進
計
画
で
は
、①
県
産
Ｊ

Ａ
米
の
信
頼
確
保
と
地
域
特
性
を
生
か
し
た

良
食
味
米
作
り
等
の
「
生
産
対
策
」、②
実
需

者
へ
の
安
定
供
給
に
よ
る
再
生
産
価
格
の
確

▲「くまもと売れる米づくり推進大会」
　の様子

▲要望書を県に提出する
　熊本県農政連の宮本隆幸委員長（中央）と
　JAかみましきの田原要一組合長（左）

▲集荷目標達成に向けた決意表明を行う
　JA鹿本普通作部会部会長の中島健作さん

保
の
た
め
の
「
集
荷
対
策
」、③
県
産
Ｊ
Ａ
米

の
認
知
度
向
上
と
販
売
促
進
に
向
け
た
「
販

売
促
進
対
策
」、④
日
本
型
食
生
活
の
普
及
拡

大
に
向
け
た
「
食
育
・
消
費
拡
大
対
策
」
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
最
後
に
、Ｊ
Ａ
鹿
本
の
普
通
作
部
会
部
会
長

の
中
島
健
作
さ
ん
が
令
和
5
年
産
の
集
荷
目

標
の
達
成
に
向
け
て
力
強
い
決
意
表
明
を
行

い
ま
し
た
。

少
や
生
産
意
欲
減
退
、
さ
ら
に
は
離
農
・
廃

業
が
心
配
さ
れ
る
。
大
雨
に
関
す
る
激
甚
災

害
の
早
期
指
定
や
災
害
復
旧
の
支
援
に
つ
い

て
強
く
要
請
す
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
要
請
を
受
け
た
熊
本
県
農
林
水
産
部
の
千

田
真
寿
部
長
は
「
激
甚
災
害
の
早
期
指
定
に

つ
い
て
国
へ
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
、
ま
た
、

市
町
村
と
も
連
携
し
て
災
害
の
早
期
復
旧
に

取
り
組
み
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

▲木山川の氾濫により水田に土砂が流入
（益城町総合体育館南側付近）

▲大会で挨拶を行う
　同推進本部の
　宮本隆幸本部長
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で
は
、
か
つ
て
な
い
豪
雨
と
な
り
農

地
へ
の
土
砂
流
入
や
農
業
用
施
設
の
損
壊
等

を
は
じ
め
、
水
稲
を
中
心
と
し
た
農
作
物
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
農
家
が

本
来
の
農
業
生
産
を
回
復
し
、
経
営
が
安
定

す
る
に
は
国
・
県
に
よ
る
絶
大
な
支
援
や
協

力
が
必
要
で
あ
る
た
め
熊
本
県
に
対
し
緊
急

要
請
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は
、

「
今
回
の
よ
う
な
災
害
で
は
、
農
業
所
得
の
減

6
月
3
日
か
ら
7
月
3
日
に
か
け
て
の

　
　
　
　
　
大
雨
に
関
す
る
緊
急
要
請
を
実
施

　
く
ま
も
と
売
れ
る
米
づ
く
り
推
進
本
部
は

7
月
13
日
、
熊
本
市
内
で
「
く
ま
も
と
売
れ

る
米
づ
く
り
推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
4
年
ぶ
り
の
実
開
催
と
な
っ
た
大
会
に
は
、

生
産
者
、
J
A
グ
ル
ー
プ
の
役
職
員
、
行
政
・

米
取
扱
い
関
係
者
な
ど
、
約
2
1
0
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
2
0
2
3
年
産
米
集
荷
、
94

万
俵
（
1
俵
60
キ
ロ
）
の
目
標
達
成
に
向
け
、

県
下
一
丸
と
な
っ
て
集
荷
推
進
運
動
に
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
。

　
主
催
者
と
し
て
宮
本
隆
幸
本
部
長
（
Ｊ
Ａ

熊
本
中
央
会
会
長
）
は
、「
米
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
肥
料
・
燃
油
な
ど
生
産
コ
ス
ト
の
急

激
な
上
昇
に
よ
り
、
生
産
現
場
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
J
A
グ
ル
ー
プ
の
集
荷
・

販
売
力
の
強
化
と
農
家
の
所
得
向
上
に
つ
な

が
る
よ
う
さ
ら
な
る
支
援
・
協
力
を
お
願
い

す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
に
は
、
九
州
農
政
局
経
産
部
生
産

振
興
課
の
岡
部
雄
治
課
長
補
佐
や
熊
本
県
農

林
水
産
部
生
産
経
営
局
の
中
島
豪
局
長
が
祝

辞
を
述
べ
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
度
の
推
進
計
画
で
は
、①
県
産
Ｊ

Ａ
米
の
信
頼
確
保
と
地
域
特
性
を
生
か
し
た

良
食
味
米
作
り
等
の
「
生
産
対
策
」、②
実
需

者
へ
の
安
定
供
給
に
よ
る
再
生
産
価
格
の
確

▲「くまもと売れる米づくり推進大会」
　の様子

▲要望書を県に提出する
　熊本県農政連の宮本隆幸委員長（中央）と
　JAかみましきの田原要一組合長（左）

▲集荷目標達成に向けた決意表明を行う
　JA鹿本普通作部会部会長の中島健作さん

保
の
た
め
の
「
集
荷
対
策
」、③
県
産
Ｊ
Ａ
米

の
認
知
度
向
上
と
販
売
促
進
に
向
け
た
「
販

売
促
進
対
策
」、④
日
本
型
食
生
活
の
普
及
拡

大
に
向
け
た
「
食
育
・
消
費
拡
大
対
策
」
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
最
後
に
、Ｊ
Ａ
鹿
本
の
普
通
作
部
会
部
会
長

の
中
島
健
作
さ
ん
が
令
和
5
年
産
の
集
荷
目

標
の
達
成
に
向
け
て
力
強
い
決
意
表
明
を
行

い
ま
し
た
。

少
や
生
産
意
欲
減
退
、
さ
ら
に
は
離
農
・
廃

業
が
心
配
さ
れ
る
。
大
雨
に
関
す
る
激
甚
災

害
の
早
期
指
定
や
災
害
復
旧
の
支
援
に
つ
い

て
強
く
要
請
す
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
要
請
を
受
け
た
熊
本
県
農
林
水
産
部
の
千

田
真
寿
部
長
は
「
激
甚
災
害
の
早
期
指
定
に

つ
い
て
国
へ
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
、
ま
た
、

市
町
村
と
も
連
携
し
て
災
害
の
早
期
復
旧
に

取
り
組
み
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

▲木山川の氾濫により水田に土砂が流入
（益城町総合体育館南側付近）

▲大会で挨拶を行う
　同推進本部の
　宮本隆幸本部長
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
は
5
支
部（
一
の
宮
・
産
山
・
西
原
・
長
陽
・
高
森
）の
盟
友
数
1
3
0
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

〜
Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
活
動
報
告
〜

〜
Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
活
動
報
告
〜

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
今
後
の
担
い
手
確

保
の
た
め
の
婚
活
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、

今
で
は
地
元
の
社
会
福
祉
協
議
会
・
Ｊ
Ｃ（
青

年
会
議
所
）・clo

ve
r

（
出
会
い
応
援
団
事
業
）

と
共
同
で
年
間
2
〜
3
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
田
植
え
稲
刈
り
体
験
や
、
地
元
商
店
街

で
の
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。 婚

活
活
動

　
一
の
宮
支
部
で
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
出

前
授
業
を
実
施
し
て
お
り
、
実
際
に
小
学
校

へ
出
向
き
土
の
作
り
方
か
ら
苗
の
定
植
指
導

や
芽
か
き
の
し
か
た
な
ど
、
直
接
小
学
生
と

手
を
取
り
合
い
農
業
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
は
今
後
も
様
々
な
活

動
を
通
し
て
地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
を
行

う
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
農
業
を
各
地
へ
発

信
し
て
い
き
農
業
の
重
要
性
や
必
要
性
を
消

費
地
に
届
け
て
い
き
ま
す
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
の
出
前
授
業

　
そ
の
他
に
も
、
熊
本
地
震
以
降
続
け
て
き

た
門
松
寄
贈
活
動
を
行
っ
て
お
り
、Ｊ
Ａ
阿

蘇
館
内
の
本
所
や
中
央
支
所
に
寄
贈
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
支
部
活
動
に
お
い
て
も
地
域

門
松
寄
贈
活
動
・
食
農
教
育
活
動

【
早
期
営
農
再
開
と
改
良
復
旧
に
向
け
て
】

　
令
和
5
年
6
月
か
ら
の
豪
雨
災
害
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。6
月
28
日
に
は
農
林
水
産

大
臣
政
務
官
と
し
て
、和
歌
山
県
及
び
奈
良

県
の
被
災
地
視
察
に
伺
い
ま
し
た
。「
有
田
み

か
ん
」で
有
名
な
和
歌
山
県
有
田
市
は
、24
時

間
雨
量
が
年
間
平
均
降
雨
量
の
約
4
分
の
１

に
当
た
る
4
0
0
ミ
リ
に
達
し
、み
か
ん
畑

の
園
地
崩
落
な
ど
甚
大
な
農
業
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、7
月
に
は
私
の
地
元
熊
本
県
上
益

城
郡
を
は
じ
め
九
州
北
部
、そ
の
後
、北
陸
・

東
北
と
、日
本
全
土
に
甚
大
な
大
雨
被
害
が

及
び
ま
し
た
。被
災
に
よ
る
心
理
的
・
金
銭
的

負
担
か
ら
、営
農
意
欲
の
喪
失
と
離
農
の
加

速
が
危
惧
さ
れ
、い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ

ず
、地
元
熊
本
県
益
城
町
・
山
都
町
及
び
福
岡

県
、大
分
県
に
視
察
入
り
し
、J
A
役
職
員
・

農
家
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。当
日
は
、現
状
把
握
に
あ
わ
せ
て
、

生
産
者
の
負
担
軽
減
に
繋
が
る
激
甚
指
定
に

よ
る
補
助
率
引
き
上
げ
の
可
能
性
な
ど
を
議

論
い
た
し
ま
し
た
。

　
野
村
農
林
水
産
大
臣
も
こ
の
度
の
豪
雨
被

害
を
大
変
懸
念
さ
れ
、①
被
害
状
況
の
迅
速
な

把
握
②
災
害
応
急
対
策
と
早
期
の
復
旧
に
向

け
た
対
策
の
実
施
③
対
応
可
能
な
体
制
の
整

備
④
適
時
的
確
な
情
報
提
供
、に
省
を
挙
げ
て

取
り
組
む
よ
う
、指
示
を
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、日
本
各
地
で
毎
年
の
よ
う
に
異
常

気
象
に
よ
る
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。現
状
回
復
に
よ
る
復
旧
工
事
で
は
、よ
り

激
甚
化
し
再
発
可
能
性
の
高
い
自
然
災
害
に

対
し
て
、十
分
な
備
え
と
な
り
得
ま
せ
ん
。将

来
の
地
域
の
担
い
手
に
対
し
て
、安
心
・
安
全

な
営
農
環
境
を
譲
り
渡
す
た
め
に
は
、防
災
・

減
災
機
能
を
強
化
し
た
改
良
復
旧
が
必
要
で

す
。

　
現
在
、内
閣
府
で
は
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
目
標

8
と
し
て
、2
0
5
0
年
ま
で
に「
激
甚
化
し

つ
つ
あ
る
台
風
や
豪
雨
を
制
御
し
極
端
風
水

害
の
脅
威
か
ら
解
放
さ
れ
た
安
心
安
全
な
社

会
を
実
現
」す
る
た
め
、災
害
に
繋
が
る
気
象

現
象
自
体
の
回
避
・
軽
減
を
可
能
と
す
る
制

御
技
術
の
研
究
開
発
、そ
の
た
め
に
必
要
な
国

内
外
に
お
け
る
ル
ー
ル
形
成
等
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
長
期
的
に
は
、抜
本
的
な
自
然
災
害
の
発

生
防
止
を
期
待
し
つ
つ
、ま
ず
は
目
の
前
の
課

題
に
対
し
、持
続
可
能
な
農
業
が
可
能
と
な

る
よ
う
、早
期
改
良
復
旧
に
繋
が
る
災
害
対

策
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。予
断
を
許
さ
ぬ

気
象
状
況
が
続
き
ま
す
が
、引
き
続
き
天
候

の
急
変
に
ご
留
意
の
上
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

よ
」、と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。と

す
る
と
、我
々
は
、早
急
に
全
体
の
需
給
を
含

め
て
、政
策
論
議
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。必
要
な
こ
と
は
何
な
の
か
。し
っ
か
り

考
え
抜
い
て
、し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

　「
米
の
代
わ
り
に
何
を
作
る
か
」、「
ど
う
農

地
を
活
用
し
て
所
得
を
実
現
す
る
か
」徹
底

し
て
考
え
る
。J
A
や
仲
間
の
地
域
の
寄
合

や
、集
落
の
皆
さ
ん
と
も
相
談
す
る
。そ
し
て

「
J
A
を
通
じ
て
出
荷
す
る
か
ら
利
益
が
出

る
よ
う
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
」と
訴
え
、

し
っ
か
り
成
果
を
実
現
す
る
。J
A
に
は
、頑

張
っ
て
も
ら
っ
て
有
利
な
販
売
戦
略
と
、利
益

が
上
が
る
販
売
価
格
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。そ

し
て
日
本
の
食
と
農
を
壊
し
か
ね
な
い
動
き

に
は
、し
っ
か
り
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
苦
労
し
て
き
た「
生
産
調
整
」

の
取
り
組
み
は
、一
体
ど
こ
へ
消
え
た
の
か
。

生
産
者
、J
A
、そ
し
て
政
府
、党
が
、声
を

か
ら
し
て
励
ん
で
き
て
い
た
事
々
は
ど
う

な
っ
た
の
か
。需
給
ギ
ャ
ッ
プ
は
生
じ
な
い

の
か
。目
標
配
分
は
行
う
の
か
。未
達
成
者

に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
あ
る
の
か
。達
成
者
へ
の

奨
励
措
置
は
あ
る
の
か
。今
や
、そ
れ
ら
の

議
論
は
な
い
の
で
す
。そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、

米
農
家
が
、そ
し
て
J
A
、市
町
村
が
苦
し

ん
で
き
た
議
論
は
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。要
は
、「
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま

え
て
自
主
的
に
考
え
て
く
だ
さ
い
」
、

「
J
A
、市
町
村
、県
域
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
の
実
績
や
、今
後
の
コ
メ
戦
略
に

基
づ
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
、判
断
・
決

定
し
、取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」と
い
う
状
態

な
の
で
す
。

　
永
遠
に
続
き
か
ね
な
い
米
の
需
給
調
整

に
つ
い
て
、対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
確
実
で
す
。そ
れ
に
対
し
て
、国

か
ら
の
生
産
調
整
の
割
り
当
て
と
い
う
こ

と
は
な
く
て
、「
自
ら
の
判
断
で
対
処
し
て

下
さ
い
」、「
そ
の
た
め
に
も
米
の
生
産
調
整

の
割
り
当
て
を
止
め
た
の
で
す
よ
。こ
れ
で

米
価
が
下
が
る
と
い
う
な
ら
、皆
さ
ん
で

受
け
止
め
て
も
ら
う
し
か
な
い
の
で
す

「
令
和
5
年
6
月
か
ら
の

　
　
　
　豪
雨
災
害
に
つ
い
て
」

ど
こ
へ
向
か
う
の
か
、日
本
の

コ
メ
政
策

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言

全
国
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
山
田
と
し
お
の

農

問
政

題
に

▲参議院議員 馬場成志先生と
　熊本県益城町・山都町の豪雨災害視察

　
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
率
は
40
％
前
後
と
な
り
ま

す
が
、
昨
年
に
は
こ
の
中
か
ら
見
事
成
婚
ま

で
行
き
つ
い
た
農
業
者
も
お
り
、
青
壮
年
部

と
し
て
も
実
施
し
た
か
い
が
あ
り
ま
し
た
。

に
根
差
し
た
活
動
と
し
て
、
景
観
維
持
を
目

的
と
し
た
ゴ
ミ
拾
い
活
動
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

清
掃
活
動
、
地
元
小
学
生
を
対
象
と
し
た
食

農
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲社会福祉協議会・青年会議所・
　出会い応援団事業のメンバー

▲後援会国政報告にて

▲本所や中央支所に寄贈した門松（写真は小国郷中央支所）

▲

門
松
づ
く
り
に
精
を
出
す
盟
友

▲ミニトマトの出前授業の様子

▲婚活での田植え体験の様子
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
は
5
支
部（
一
の
宮
・
産
山
・
西
原
・
長
陽
・
高
森
）の
盟
友
数
1
3
0
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

〜
Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
活
動
報
告
〜

〜
Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
活
動
報
告
〜

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
今
後
の
担
い
手
確

保
の
た
め
の
婚
活
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、

今
で
は
地
元
の
社
会
福
祉
協
議
会
・
Ｊ
Ｃ（
青

年
会
議
所
）・clo

ve
r

（
出
会
い
応
援
団
事
業
）

と
共
同
で
年
間
2
〜
3
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
田
植
え
稲
刈
り
体
験
や
、
地
元
商
店
街

で
の
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。 婚

活
活
動

　
一
の
宮
支
部
で
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
出

前
授
業
を
実
施
し
て
お
り
、
実
際
に
小
学
校

へ
出
向
き
土
の
作
り
方
か
ら
苗
の
定
植
指
導

や
芽
か
き
の
し
か
た
な
ど
、
直
接
小
学
生
と

手
を
取
り
合
い
農
業
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
は
今
後
も
様
々
な
活

動
を
通
し
て
地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
を
行

う
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
農
業
を
各
地
へ
発

信
し
て
い
き
農
業
の
重
要
性
や
必
要
性
を
消

費
地
に
届
け
て
い
き
ま
す
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
の
出
前
授
業

　
そ
の
他
に
も
、
熊
本
地
震
以
降
続
け
て
き

た
門
松
寄
贈
活
動
を
行
っ
て
お
り
、Ｊ
Ａ
阿

蘇
館
内
の
本
所
や
中
央
支
所
に
寄
贈
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
支
部
活
動
に
お
い
て
も
地
域

門
松
寄
贈
活
動
・
食
農
教
育
活
動

【
早
期
営
農
再
開
と
改
良
復
旧
に
向
け
て
】

　
令
和
5
年
6
月
か
ら
の
豪
雨
災
害
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。6
月
28
日
に
は
農
林
水
産

大
臣
政
務
官
と
し
て
、和
歌
山
県
及
び
奈
良

県
の
被
災
地
視
察
に
伺
い
ま
し
た
。「
有
田
み

か
ん
」で
有
名
な
和
歌
山
県
有
田
市
は
、24
時

間
雨
量
が
年
間
平
均
降
雨
量
の
約
4
分
の
１

に
当
た
る
4
0
0
ミ
リ
に
達
し
、み
か
ん
畑

の
園
地
崩
落
な
ど
甚
大
な
農
業
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、7
月
に
は
私
の
地
元
熊
本
県
上
益

城
郡
を
は
じ
め
九
州
北
部
、そ
の
後
、北
陸
・

東
北
と
、日
本
全
土
に
甚
大
な
大
雨
被
害
が

及
び
ま
し
た
。被
災
に
よ
る
心
理
的
・
金
銭
的

負
担
か
ら
、営
農
意
欲
の
喪
失
と
離
農
の
加

速
が
危
惧
さ
れ
、い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ

ず
、地
元
熊
本
県
益
城
町
・
山
都
町
及
び
福
岡

県
、大
分
県
に
視
察
入
り
し
、J
A
役
職
員
・

農
家
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。当
日
は
、現
状
把
握
に
あ
わ
せ
て
、

生
産
者
の
負
担
軽
減
に
繋
が
る
激
甚
指
定
に

よ
る
補
助
率
引
き
上
げ
の
可
能
性
な
ど
を
議

論
い
た
し
ま
し
た
。

　
野
村
農
林
水
産
大
臣
も
こ
の
度
の
豪
雨
被

害
を
大
変
懸
念
さ
れ
、①
被
害
状
況
の
迅
速
な

把
握
②
災
害
応
急
対
策
と
早
期
の
復
旧
に
向

け
た
対
策
の
実
施
③
対
応
可
能
な
体
制
の
整

備
④
適
時
的
確
な
情
報
提
供
、に
省
を
挙
げ
て

取
り
組
む
よ
う
、指
示
を
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、日
本
各
地
で
毎
年
の
よ
う
に
異
常

気
象
に
よ
る
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。現
状
回
復
に
よ
る
復
旧
工
事
で
は
、よ
り

激
甚
化
し
再
発
可
能
性
の
高
い
自
然
災
害
に

対
し
て
、十
分
な
備
え
と
な
り
得
ま
せ
ん
。将

来
の
地
域
の
担
い
手
に
対
し
て
、安
心
・
安
全

な
営
農
環
境
を
譲
り
渡
す
た
め
に
は
、防
災
・

減
災
機
能
を
強
化
し
た
改
良
復
旧
が
必
要
で

す
。

　
現
在
、内
閣
府
で
は
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
目
標

8
と
し
て
、2
0
5
0
年
ま
で
に「
激
甚
化
し

つ
つ
あ
る
台
風
や
豪
雨
を
制
御
し
極
端
風
水

害
の
脅
威
か
ら
解
放
さ
れ
た
安
心
安
全
な
社

会
を
実
現
」す
る
た
め
、災
害
に
繋
が
る
気
象

現
象
自
体
の
回
避
・
軽
減
を
可
能
と
す
る
制

御
技
術
の
研
究
開
発
、そ
の
た
め
に
必
要
な
国

内
外
に
お
け
る
ル
ー
ル
形
成
等
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
長
期
的
に
は
、抜
本
的
な
自
然
災
害
の
発

生
防
止
を
期
待
し
つ
つ
、ま
ず
は
目
の
前
の
課

題
に
対
し
、持
続
可
能
な
農
業
が
可
能
と
な

る
よ
う
、早
期
改
良
復
旧
に
繋
が
る
災
害
対

策
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。予
断
を
許
さ
ぬ

気
象
状
況
が
続
き
ま
す
が
、引
き
続
き
天
候

の
急
変
に
ご
留
意
の
上
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

よ
」、と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。と

す
る
と
、我
々
は
、早
急
に
全
体
の
需
給
を
含

め
て
、政
策
論
議
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。必
要
な
こ
と
は
何
な
の
か
。し
っ
か
り

考
え
抜
い
て
、し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

　「
米
の
代
わ
り
に
何
を
作
る
か
」、「
ど
う
農

地
を
活
用
し
て
所
得
を
実
現
す
る
か
」徹
底

し
て
考
え
る
。J
A
や
仲
間
の
地
域
の
寄
合

や
、集
落
の
皆
さ
ん
と
も
相
談
す
る
。そ
し
て

「
J
A
を
通
じ
て
出
荷
す
る
か
ら
利
益
が
出

る
よ
う
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
」と
訴
え
、

し
っ
か
り
成
果
を
実
現
す
る
。J
A
に
は
、頑

張
っ
て
も
ら
っ
て
有
利
な
販
売
戦
略
と
、利
益

が
上
が
る
販
売
価
格
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。そ

し
て
日
本
の
食
と
農
を
壊
し
か
ね
な
い
動
き

に
は
、し
っ
か
り
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
苦
労
し
て
き
た「
生
産
調
整
」

の
取
り
組
み
は
、一
体
ど
こ
へ
消
え
た
の
か
。

生
産
者
、J
A
、そ
し
て
政
府
、党
が
、声
を

か
ら
し
て
励
ん
で
き
て
い
た
事
々
は
ど
う

な
っ
た
の
か
。需
給
ギ
ャ
ッ
プ
は
生
じ
な
い

の
か
。目
標
配
分
は
行
う
の
か
。未
達
成
者

に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
あ
る
の
か
。達
成
者
へ
の

奨
励
措
置
は
あ
る
の
か
。今
や
、そ
れ
ら
の

議
論
は
な
い
の
で
す
。そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、

米
農
家
が
、そ
し
て
J
A
、市
町
村
が
苦
し

ん
で
き
た
議
論
は
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。要
は
、「
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま

え
て
自
主
的
に
考
え
て
く
だ
さ
い
」
、

「
J
A
、市
町
村
、県
域
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
の
実
績
や
、今
後
の
コ
メ
戦
略
に

基
づ
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
、判
断
・
決

定
し
、取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」と
い
う
状
態

な
の
で
す
。

　
永
遠
に
続
き
か
ね
な
い
米
の
需
給
調
整

に
つ
い
て
、対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
確
実
で
す
。そ
れ
に
対
し
て
、国

か
ら
の
生
産
調
整
の
割
り
当
て
と
い
う
こ

と
は
な
く
て
、「
自
ら
の
判
断
で
対
処
し
て

下
さ
い
」、「
そ
の
た
め
に
も
米
の
生
産
調
整

の
割
り
当
て
を
止
め
た
の
で
す
よ
。こ
れ
で

米
価
が
下
が
る
と
い
う
な
ら
、皆
さ
ん
で

受
け
止
め
て
も
ら
う
し
か
な
い
の
で
す

「
令
和
5
年
6
月
か
ら
の

　
　
　
　豪
雨
災
害
に
つ
い
て
」

ど
こ
へ
向
か
う
の
か
、日
本
の

コ
メ
政
策

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言

全
国
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
山
田
と
し
お
の

農

問
政

題
に

▲参議院議員 馬場成志先生と
　熊本県益城町・山都町の豪雨災害視察

　
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
率
は
40
％
前
後
と
な
り
ま

す
が
、
昨
年
に
は
こ
の
中
か
ら
見
事
成
婚
ま

で
行
き
つ
い
た
農
業
者
も
お
り
、
青
壮
年
部

と
し
て
も
実
施
し
た
か
い
が
あ
り
ま
し
た
。

に
根
差
し
た
活
動
と
し
て
、
景
観
維
持
を
目

的
と
し
た
ゴ
ミ
拾
い
活
動
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

清
掃
活
動
、
地
元
小
学
生
を
対
象
と
し
た
食

農
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲社会福祉協議会・青年会議所・
　出会い応援団事業のメンバー

▲後援会国政報告にて

▲本所や中央支所に寄贈した門松（写真は小国郷中央支所）

▲

門
松
づ
く
り
に
精
を
出
す
盟
友

▲ミニトマトの出前授業の様子

▲婚活での田植え体験の様子
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　JA中央会

　▲

経
済
連
ブ
ー
ス
の
様
子

▲

ミ
ニ
ト
マ
ト
す
く
い
を
楽
し
む
親
子

　
が
ん
へ
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
。

が
ん
は
、
2
人
に
1
人
が
か
か
る
と

て
も
身
近
で
危
険
な
病
気
で
す
。Ｊ
Ａ

共
済
で
は
9
月
の
「
が
ん
征
圧
月
間
」

に
合
わ
せ
、
が
ん
へ
の
備
え
を
強
化
す
る
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
が
ん
は
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ

る
身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
治
療
法
の
普
及

や
、
が
ん
患
者
の
生
存
率
の
向
上
な
ど
に
よ

り
、
が
ん
に
な
っ
た
後
の
「
生
き
続
け
る
た

め
の
保
障
」
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
心
と
体
を
支

え
る
食
の
大
切
さ
、
国
産
・
地
元
農

畜
産
物
の
豊
か
さ
、
そ
れ
を
生
み
出

す
農
業
の
価
値
を
伝
え
る
こ
と
で
、

国
産
・
地
元
農
畜
産
物
と
日
本
の
農

業
へ
の
関
心
・
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
運
動

で
あ
る
「
み
ん
な
の
よ
い
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
本

年
度
も
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
県
内
で
作
文
部
門
1
、

1
8
8
点
（
1
3
5
校
）、
図
画
部

門
1
、
7
4
8
点
（
1
8
6
校
）
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
小
中
学
校
の

先
生
方
に
審
査
を
お
願
い
し
、
厳
正

に
受
賞
作
品
を
選
定
し
て
い
た
だ

き
、
特
別
賞
の
ほ
か
優
秀
賞
な
ど
合

計
1
2
4
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

第
48
回「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

　
今
年
度
の
募
集
要
領
は
6
月
下
旬
に
か
け

て
、
県
内
全
小
中
学
校
へ
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
＝

h
ttp
s://w

w
w
.ja
-ku
m
a
m
o
to
.o
r.jp
/

stu
d
y/c
o
n
c
o
u
r/

）

　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
6
月
3
日
、熊

本
市
の
子
飼
商
店
街
で
開
催
さ
れ
た

「
第
44
回
子
飼
1
0
0
円
笑
店
街
」に

初
出
展
し
ま
し
た
。こ
の
催
し
は
、地

域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、3
カ
月
お
き

に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ブ
ー
ス
で
は
目
玉
企
画
と
し
て
、お
祭
り

の
定
番
の
金
魚
す
く
い
を
ミ
ニ
ト
マ
ト
で
再

現
し
た「
ミ
ニ
ト
マ
ト
す
く
い
」を
1
0
0
円

で
行
い
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
に
も
、最
高
品
質

の
く
ま
も
と
茶
で
あ
る「
湧
雅
の
こ
こ
ち
」を

使
用
し
た
お
茶
ア
イ
ス
や
Ｊ
Ａ
全
農
の「
ニ
ッ

第
44
回
子
飼
1
0
0
円
笑
店
街
へ
初
出
展

〜
守
ろ
う
！
熊
本
の
食
　
つ
な
ご
う
！
未
来
の
こ
ど
も
た
ち
へ
〜

〜
Ｊ
Ａ
の
が
ん
共
済
で
が
ん
へ
の
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
〜

ポ
ン
エ
ー
ル
グ
ミ
」な
ど
を
販
売
。ガ
ラ
ポ
ン

抽
選
会
も
行
い
、肥
後
グ
リ
ー
ン
メ
ロ
ン
や

県
産
米
の
く
ま
さ
ん
の
輝
き
、純
米
か
す
て

ら
や
冷
凍
米
飯
を
、計
35
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
、県
産
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
同
連
企
画
広
報
課
の
担
当
者
は「
地
元
の

た
く
さ
ん
の
人
に
直
接
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
。」と
話
し
ま
し
た
。地
域
の

子
ど
も
た
ち
も
楽
し
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
し

た
。

　
今
後
も
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
活
動

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
「
熊
本
県
農
業
政
策
確

立
対
策
募
金
」
に
つ
い
て
は
、
生
産

現
場
を
踏
ま
え
た
農
業
政
策
の
実
現
を
目

指
し
、
県
下
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
正
組
合
員
・

役
職
員
の
協
力
の
も
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
燃
油
な
ど
の
生
産
資
材

価
格
高
騰
対
策
と
し
て
、「
施
設
園
芸
等
燃

料
価
格
高
騰
対
策
」
を
は
じ
め
、「
肥
料
価

格
高
騰
対
策
」
が
新
た
に
措
置
さ
れ
る
と

と
も
に
、
畜
産
・
酪
農
対
策
関
連
に
つ
い
て

は
、
配
合
飼
料
価
格
お
よ
び
輸
入
粗
飼
料

価
格
の
高
騰
対
策
と
し
て
、「
飼
料
価
格
高

騰
緊
急
対
策
」
や
「
飼
料
自
給
率

向
上
総
合
対
策
」
な
ど
の
予
備
費

や
補
正
予
算
に
よ
る
支
援
策
が
措

置
さ
れ
る
な
ど
、
対
策
本
部
が
実

施
し
た
運
動
が
一
定
の
成
果
に
つ

な
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
の
農
政
の
動
向
に
つ
い
て

は
、
政
府
・
与
党
に
よ
る
「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
」
の
改
正
に

向
け
た
議
論
が
な
さ
れ
る
中
、
農

畜
産
物
の
価
格
転
嫁
対
策
を
含
め

た
農
業
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る

具
体
的
施
策
の
実
現
に
向
け
、Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
て
運
動
を
実

施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
さ
ら
に
は
、
消
費
者
が
我
が
国

の
食
や
農
の
実
態
を
「
認
知
」、「
理

解
・
共
感
」
し
、
最
終
的
に
は
国

産
農
畜
産
物
の
選
択
・
購
買
な
ど
、

JA経済連
「
熊
本
県
農
業
政
策
確
立
対
策
募
金
運
動
」へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
行
動
変
容
」
に
つ
な
げ
る
「
国
消
国
産
」

運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
県
下
の
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
等
を
通
じ
て
集
め

ら
れ
た
募
金
は
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化

を
は
じ
め
食
料
・
農
業
・
農
村
等
に
関
す

る
県
民
理
解
の
促
進
、
各
団
体
と
の
連
携
強

化
、
政
府
・
国
会
等
に
対
す
る
要
請
活
動

等
の
経
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
県
下
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
正
組
合
員
、
役
職

員
の
皆
さ
ま
に
は
、
本
運
動
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
今
年
度
も
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　JA共済連

　農政連

2
人
に
1
人
は
が
ん
に
！
9
月
は「
が
ん
征
圧
月
間
」で
す

〜
県
産
農
産
物
な
ど
消
費
者
へ
Ｐ
Ｒ
〜

第
44
回
子
飼
1
0
0
円
笑
店
街
へ
初
出
展

▲昨年度の審査風景（作文）

▲昨年度の審査風景（図画）

　
Ｊ
Ａ
の
が
ん
の
保
障
は
そ
の
よ
う
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
が
ん
診
断
共
済
金
や
、

が
ん
の
長
期
化
や
再
発
時
に
受
け
取
れ
る
が

ん
治
療
共
済
金
に
加
え
て
、
先
進
医
療
保
障

を
備
え
、
現
在
の
が
ん
治
療
の
実
態
に
合
っ

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
が

ん
へ
の
備
え
を
ご
検
討
さ
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
窓
口
ま
で
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
！

備えて安心♪ 

ＪＡのがん共済！ 
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　JA中央会

　▲

経
済
連
ブ
ー
ス
の
様
子

▲

ミ
ニ
ト
マ
ト
す
く
い
を
楽
し
む
親
子

　
が
ん
へ
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
。

が
ん
は
、
2
人
に
1
人
が
か
か
る
と

て
も
身
近
で
危
険
な
病
気
で
す
。Ｊ
Ａ

共
済
で
は
9
月
の
「
が
ん
征
圧
月
間
」

に
合
わ
せ
、
が
ん
へ
の
備
え
を
強
化
す
る
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
が
ん
は
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ

る
身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
治
療
法
の
普
及

や
、
が
ん
患
者
の
生
存
率
の
向
上
な
ど
に
よ

り
、
が
ん
に
な
っ
た
後
の
「
生
き
続
け
る
た

め
の
保
障
」
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
心
と
体
を
支

え
る
食
の
大
切
さ
、
国
産
・
地
元
農

畜
産
物
の
豊
か
さ
、
そ
れ
を
生
み
出

す
農
業
の
価
値
を
伝
え
る
こ
と
で
、

国
産
・
地
元
農
畜
産
物
と
日
本
の
農

業
へ
の
関
心
・
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
運
動

で
あ
る
「
み
ん
な
の
よ
い
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
本

年
度
も
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
県
内
で
作
文
部
門
1
、

1
8
8
点
（
1
3
5
校
）、
図
画
部

門
1
、
7
4
8
点
（
1
8
6
校
）
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
小
中
学
校
の

先
生
方
に
審
査
を
お
願
い
し
、
厳
正

に
受
賞
作
品
を
選
定
し
て
い
た
だ

き
、
特
別
賞
の
ほ
か
優
秀
賞
な
ど
合

計
1
2
4
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

第
48
回「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

　
今
年
度
の
募
集
要
領
は
6
月
下
旬
に
か
け

て
、
県
内
全
小
中
学
校
へ
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
＝

h
ttp
s://w

w
w
.ja
-ku
m
a
m
o
to
.o
r.jp
/

stu
d
y/c
o
n
c
o
u
r/

）

　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
6
月
3
日
、熊

本
市
の
子
飼
商
店
街
で
開
催
さ
れ
た

「
第
44
回
子
飼
1
0
0
円
笑
店
街
」に

初
出
展
し
ま
し
た
。こ
の
催
し
は
、地

域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、3
カ
月
お
き

に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ブ
ー
ス
で
は
目
玉
企
画
と
し
て
、お
祭
り

の
定
番
の
金
魚
す
く
い
を
ミ
ニ
ト
マ
ト
で
再

現
し
た「
ミ
ニ
ト
マ
ト
す
く
い
」を
1
0
0
円

で
行
い
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
に
も
、最
高
品
質

の
く
ま
も
と
茶
で
あ
る「
湧
雅
の
こ
こ
ち
」を

使
用
し
た
お
茶
ア
イ
ス
や
Ｊ
Ａ
全
農
の「
ニ
ッ

第
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熊
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Ａ
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の
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の
輝
き
、純
米
か
す
て

ら
や
冷
凍
米
飯
を
、計
35
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
、県
産
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
同
連
企
画
広
報
課
の
担
当
者
は「
地
元
の

た
く
さ
ん
の
人
に
直
接
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
。」と
話
し
ま
し
た
。地
域
の

子
ど
も
た
ち
も
楽
し
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
し

た
。

　
今
後
も
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
活
動

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
「
熊
本
県
農
業
政
策
確

立
対
策
募
金
」
に
つ
い
て
は
、
生
産

現
場
を
踏
ま
え
た
農
業
政
策
の
実
現
を
目

指
し
、
県
下
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
正
組
合
員
・

役
職
員
の
協
力
の
も
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
燃
油
な
ど
の
生
産
資
材

価
格
高
騰
対
策
と
し
て
、「
施
設
園
芸
等
燃

料
価
格
高
騰
対
策
」
を
は
じ
め
、「
肥
料
価

格
高
騰
対
策
」
が
新
た
に
措
置
さ
れ
る
と

と
も
に
、
畜
産
・
酪
農
対
策
関
連
に
つ
い
て

は
、
配
合
飼
料
価
格
お
よ
び
輸
入
粗
飼
料

価
格
の
高
騰
対
策
と
し
て
、「
飼
料
価
格
高

騰
緊
急
対
策
」
や
「
飼
料
自
給
率

向
上
総
合
対
策
」
な
ど
の
予
備
費

や
補
正
予
算
に
よ
る
支
援
策
が
措

置
さ
れ
る
な
ど
、
対
策
本
部
が
実

施
し
た
運
動
が
一
定
の
成
果
に
つ

な
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
の
農
政
の
動
向
に
つ
い
て

は
、
政
府
・
与
党
に
よ
る
「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
」
の
改
正
に

向
け
た
議
論
が
な
さ
れ
る
中
、
農

畜
産
物
の
価
格
転
嫁
対
策
を
含
め

た
農
業
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る

具
体
的
施
策
の
実
現
に
向
け
、Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
て
運
動
を
実

施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
さ
ら
に
は
、
消
費
者
が
我
が
国

の
食
や
農
の
実
態
を
「
認
知
」、「
理

解
・
共
感
」
し
、
最
終
的
に
は
国

産
農
畜
産
物
の
選
択
・
購
買
な
ど
、

JA経済連
「
熊
本
県
農
業
政
策
確
立
対
策
募
金
運
動
」へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
行
動
変
容
」
に
つ
な
げ
る
「
国
消
国
産
」

運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
県
下
の
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
等
を
通
じ
て
集
め

ら
れ
た
募
金
は
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化

を
は
じ
め
食
料
・
農
業
・
農
村
等
に
関
す

る
県
民
理
解
の
促
進
、
各
団
体
と
の
連
携
強

化
、
政
府
・
国
会
等
に
対
す
る
要
請
活
動

等
の
経
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
県
下
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
正
組
合
員
、
役
職

員
の
皆
さ
ま
に
は
、
本
運
動
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
今
年
度
も
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　JA共済連

　農政連

2
人
に
1
人
は
が
ん
に
！
9
月
は「
が
ん
征
圧
月
間
」で
す

〜
県
産
農
産
物
な
ど
消
費
者
へ
Ｐ
Ｒ
〜

第
44
回
子
飼
1
0
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円
笑
店
街
へ
初
出
展

▲昨年度の審査風景（作文）

▲昨年度の審査風景（図画）

　
Ｊ
Ａ
の
が
ん
の
保
障
は
そ
の
よ
う
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
が
ん
診
断
共
済
金
や
、

が
ん
の
長
期
化
や
再
発
時
に
受
け
取
れ
る
が

ん
治
療
共
済
金
に
加
え
て
、
先
進
医
療
保
障

を
備
え
、
現
在
の
が
ん
治
療
の
実
態
に
合
っ

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
が

ん
へ
の
備
え
を
ご
検
討
さ
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
窓
口
ま
で
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
！

備えて安心♪ 

ＪＡのがん共済！ 
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政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
は
、経
済
社
会
の
構

造
改
革
を
進
め
る
上
で
必
要
な
規
制
の
在
り
方
に
つ

い
て
、総
合
的
に
調
査
審
議
す
る
内
閣
総
理
大
臣
の

諮
問
機
関
で
あ
り
、常
設
の
機
関
と
し
て
令
和
元
年

10
月
に
設
置
さ
れ
て
以
降
、こ
れ
ま
で
3
回
に
わ
た

り
答
申
が
な
さ
れ
て
き
た
。今
年
6
月
に
は
4
回
目

の
答
申
が
首
相
に
提
出
さ
れ
た
。

　
政
府
は
、「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」と「
コ
ロ
ナ
後

の
新
し
い
社
会
の
開
拓
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
新
し

い
資
本
主
義
の
実
現
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、そ

の
具
体
化
を
進
め
る
た
め
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
規
制
改
革
推
進
会
議
で
は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、「
人
」へ
の
投
資
、医
療
・
介
護
・
感
染
症

対
策
、地
域
産
業
活
性
化（
農
林
水
産
等
）、及
び
共
通

課
題
へ
の
対
策
の
5
つ
の
重
点
分
野
を
切
り
口
に
議

論
を
行
っ
た
。

　
提
言
で
農
水
省
が
求
め
ら
れ
た「
地
域
産
業
活
性

化（
農
林
水
産
業
）で
は
、①
共
済
事
業
に
お
け
る
顧

客
本
位
の
業
務
運
営
の
取
り
組
み
、②
農
協
改
革
の

着
実
な
推
進
、③
農
協
に
お
け
る
適
切
な
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
等
の
構
築
・
実
施
、④

国
産
小
麦
の
競
争
力
強
化
等
に
資
す
る
農
産
物
検
査

の
実
施
、⑤
畜
舎
に
関
す
る
規
制
の
見
直
し
、⑥
卸
売

市
場
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
、⑦e

M
A
F
F

地

図
の
積
極
活
用
、等
農
業
関
係
で
7
項
目
の
提
起
が

あ
っ
た
。

　
こ
の
中
で
、農
協
の
自
己
改
革
に
つ
い
て
は
、具
体

的
な
行
動
が
実
施
さ
れ
、着
実
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
評
価
で
き
る
と
し
た
。ま
た
、Ｊ
Ａ
が
不
断

の
見
直
し
を
通
じ
て
、自
己
改
革
の
取
り
組
み
を
更

に
深
化
・
発
展
さ
せ
、今
ま
で
以
上
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
、自
己
改
革
の
取
り
組
み
を
進
め
る
よ
う
提
起

し
た
。
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今月の表紙「稲刈体験」 (撮影：大崎　満洲美 様)　第11回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品

あ
ぜ
み
ち

発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
5
年
8
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
最
近
は
映
画
館
に
行
っ
て
い
な
い
な
あ
と
思
い
、近

く
の
シ
ネ
マ
の
上
映
状
況
を
検
索
し
て
み
る
と
、ア
ニ

メ
が
多
く
上
映
さ
れ
て
い
ま
す
。春
先
に
話
題
に
な
っ

た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
題
材
に
し
た「
ス
ラ
ム
ダ
ン

ク
」は
、日
本
で
は
1
0
0
億
円
を
こ
え
る
興
行
収
入

を
上
げ
て
い
ま
す
が
、お
隣
の
中
国
で
は
、公
開
か
ら

4
日
で
80
億
円
の
興
行
収
入
と
1
0
0
0
万
人
を
超

え
る
観
客
動
員
を
記
録
し
ま
し
た
。こ
の
映
画
が
中

国
で
爆
発
的
に
流
行
し
た
理
由
の
一
つ
に
、中
国
で

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
普
及
し
た
時
期
に
ア
ニ
メ
と
し

て
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
と
の
見
方
を

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
物
語
を
通
じ
て
貫
か
れ
て
い
る

の
は「
青
春
」。青
春
は
が
む
し
ゃ
ら
で
あ
り
、愚
か
で

あ
り
、き
ら
き
ら
輝
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

こ
の
映
画
を
観
て
熱
血
を
感
じ
る
の
は
ま
さ
に
青
春

の
中
に
い
る
人
で
、こ
の
作
品
を
観
て
涙
を
流
す
の

は
青
春
を
す
で
に
失
い
、か
つ
て
輝
い
て
い
た
人
々
ら

し
い
。

　
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
の
登
場
人
物
の
一
人
に
三
井
寿
が

い
ま
す
が
、名
前
の
由
来
に
な
っ
た
福
岡
の
日
本
酒

が
、品
薄
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

撮影：加悦　信輔 様

「棚田の農作業風景」

第11回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品
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